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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　９０％以上の、無核の果実を生産するハイブリッドトマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ
　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）植物を作る方法であって、
（ａ）　トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）植物の集団から、
単為結果遺伝子ｐａｔ－２がホモ接合性であるトマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓ
ｃｕｌｅｎｔｕｍ）植物を選抜する工程；
（ｂ）　トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）植物の集団から、
単為結果遺伝子ｐａｔ－２がホモ接合性であり、細胞質雄性不稔性（ＣＭＳ）であるトマ
ト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）植物を選抜する工程；及び
（ｃ）　工程（ａ）及び工程（ｂ）で同定された植物を交雑させ、単為結果遺伝子ｐａｔ
－２がホモ接合性であるハイブリッド植物を作る工程
を含む、前記方法。
【請求項２】
　工程（ｃ）のハイブリッド植物を育成または使用することおよび無核のハイブリッドト
マト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）果実を収穫することを更に含
む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１３時間以上の日長を有する場所でハイブリッド植物を育成することを更に含む請求項
２に記載の方法。
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【請求項４】
　植物の糖分含有量を分析することを更に含む請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　９５％～９９％、無核の果実である請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　１００％、無核の果実である請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法により生産されたハイブリッド無核トマト
（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）果実。
【請求項８】
　従来のトマト果実よりも糖分含有量が高い請求項７に記載のハイブリッド果実。
【請求項９】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法によって得られるハイブリッドトマト（Ｌ
ｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）植物。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の技術分野）
本発明は、無核（ｓｅｅｄｌｅｓｓ）トマト及び該トマトの生産方法に関する。
【０００２】
（発明の背景）
多くの作物は、特定の温度範囲及び特定の環境条件下で結実する。前記した温度範囲及び
環境条件を逸脱すると、十分量の稔性花粉が生ぜず、受粉及び受精が困難なために通常結
実しない。例えば、トマトは１５～２１℃（夜温）及び３０～３５℃（日温）の狭い温度
範囲で結実する。Ａ．Ｎ．Ｌｕｋｙａｎｅｎｋｏ，“Ｐａｒｔｈｅｎｏｃａｒｐｙ　ｉｎ
　Ｔｏｍａｔｏ”　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｓ　ｏｎ　Ｔｈｅｏｒｅｔｉｃａｌ　ａｎｄ　Ａ
ｐｐｌｉｅｄ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ，１４，ｐ．１６７－１７７（１９９１）。
【０００３】
単為結果は受精なしでの果実の生産である。高いまたは低い日温または夜温、弱い光強度
及び高い湿度のようなある環境条件が単為結果にとって好ましい。単為結果は人工的に誘
発され得るか、または自然に起こり得る。単為結果を誘発させる場合、結実を助けるため
に各種の生長調節物質を使用することができる。例えば、地中海沿岸で冬から春にかけて
生育させるトマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）において結実を
助けるためにオーキシンが通常使用されている。
【０００４】
天然または遺伝単為結果は絶対的または条件的であり得る。絶対的単為結果は、遺伝的不
稔により生じ、外部刺激なしに起こり、栄養繁殖方法を必要とする。絶対的単為結果は、
バナナやパイナップルのような果実で見られる。Ａ．Ｎ．Ｌｕｋｙａｎｃｒｉｋｏ，“Ｐ
ａｒｔｈｅｎｏｃａｒｐｙ　ｉｎ　Ｔｏｍａｔｏ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｓ　ｏｎ　Ｔｈｅ
ｏｒｅｔｉｃａｌ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｇｅｎｅｔｉｃｓ，１４，ｐ．１６７－１
７７（１９９１）参照。条件的単為結果は、受粉及び受精の過程が狭い環境限界に依存す
るトマト及び他の種で見られる（前掲）。条件的単為結果では、環境刺激に応じて有核果
または無核果が生産される。例えば、ロシア国モスクワ近くのＧｒｉｂｏｖｓｋｊａ　Ｅ
ｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌ　Ｖｅｇｅｒａｂｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎからの単為結果トマト系
統“Ｓｅｖｅｒｉａｎｉｎ”は、環境条件に依存して同等の重量を有する無核果または有
核果を生産するという優れた能力を有することが判明した。Ｓｐｌｉｔｔｓｔｏｅｓｓｅ
ｒ，Ｗａｌｔｅｒ　Ｅ．，“Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　ｉｎｆｌｕｅｎｃｅｓ　Ｐａｒｔ
ｈｅｎｏｃａｒｐｉｃ　Ｆｒｕｉｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｉｎ　Ｔｏｍａｔｏ”，Ｐ
ｒｏｃ．Ｐｌａｎｔ　Ｇｒｏｗｔｈ　Ｒｅｇａｌ．Ｓｏｃ．Ａｍ．（１９８８）。天然の
単為結果系統は、子房中に大量の生育促進物質を有し、その結果受粉の失敗または種子未
成熟が果実の発育を妨げないことも公知である。
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【０００５】
世界中から単為結果を示す多くの栽培品種が研究されてきた。よって、多数の単為結果ソ
ースが公知である。単為結果が１つ以上の劣性遺伝子により遺伝的にコントロールされる
ことは公知である。単為結果をコントロールする多くの劣性遺伝子が公知である。これら
の遺伝子は、ｐａｔ、ｐａｔ－１、ｐａｔ－２、ｐａｔ－３、ｐａｔ－４及びｐａｔ－５
である。短葯（ｓｈａ）対立遺伝子が単為結果果実を生産することも判明している。種子
発生サプレッサー（ｓｄｓ）対立遺伝子が無核のまたは非常に小さい核を微量含む通常の
果実を生産することも判明している。
【０００６】
単為結果果実の問題の１つは、品質が疑わしくなる傾向にあることである。例えば、単為
結果果実のサイズは通常の果実に比して小さくなる傾向にある。また、単為結果果実の場
合、酸度が低くなる傾向にあり、風味が悪くなる。更に、単為結果果実（特に、トマト）
は、低温条件下で生産したときに空洞のような各種奇形を受けることが多い。
【０００７】
栽培トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）は、米国及び世界にお
いて最も重要な野菜の１つである。米国だけでも、毎年数百万トンのトマトが生産されて
いる。作物の商品としての重要性から、栽培種の改良に対する努力が常に必要とされてい
る。
【０００８】
数種の単為結果無核トマトは公知である。例えば、トマト系統Ｆａｒｔｈｅｓｔ　Ｎｏｒ
ｔｈ由来のトマトの３０％は無核である（Ｂａｇｇｅｔｔ，Ｊ．Ｒ．ら，Ｈｏｒｔｓｃｉ
．，１３（５）：５９８（１９７８年１０月）；Ｂａｇｇｅｔｔ，Ｊ．Ｒ．ら，Ｈｏｒｔ
ｓｃｉ．，１３（５）：５９９（１９７８年１０月））。トマト系統Ｏｒｅｇｏｎ　１１
及びＧｏｌｄ　Ｎｕｇｇｅｔ由来のトマトの約５０～７０％は無核である（Ｂａｇｇｅｔ
ｔ，Ｊ．Ｒ．ら，Ｈｏｒｔｉｓｃｉｅｎｃｅ．Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ　Ａｍｅｒｉｃａｎ
　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆｏｒ　Ｈｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，１７（６）
：９８４－９８５（１９８２年１２月）；Ｂａｇｇｅｔｔ，Ｊ．Ｒ．ら，Ｈｏｒｔｉｓｃ
ｉｅｎｃｅ．Ａｌｅｘａｎｄｒｉａ，Ｖａ．：Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｆｏ
ｒ　Ｈｏｒｔｉｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅ，２０（５）：９５７－９５８（１９
８５年１０月））。更に、これらの無核トマトに関わる問題は、トマトを切ってみなけれ
ばトマトが無核かを調べることができないことである。従って、従来の無核トマトを得る
ための方法では、無核果の収率が低い。この方法は、無核果を得るための実際的または商
業的に有効な方法ではない。
【０００９】
実質的に無核のトマトは、現在市販されていない。前記トマトは必要とされている。特に
種を含む食品を食べることができない厳しい食事制限を受けている人のために良好な品質
を有する前記トマトが特に必要とされている。例えば、胃腸管の破裂部分を修復するため
の手術から回復中の人は通常種を含む食品を食べることができない。種が胃腸管の修復部
分の縫合に捕捉されて治癒過程を遅らすようになるという問題がある。胃腸管の壁が十分
に治癒しないと、また破裂することがある。
【００１０】
更に、実質的に無核のトマトは、食品製造及び加工製品業界においても有用である。例え
ば、完全に無核のトマトは、トマトソースやトマトパスタのような食品をより効率的に且
つ低コストで製造することができる。なぜならば、加工前に種を取り除く必要がないから
である。
【００１１】
従って、本発明の第１の目的は、良好な品質を示す実質的に無核の単為結果トマトを提供
することである。本発明の第２の目的は、前記した無核トマトの生産方法を提供すること
である。
【００１２】
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（発明の要旨）
本発明は、実質的に無核のトマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）
を包含する。本発明のトマトは約１００％の無核である。本発明の無核トマトは、雄性母
本として少なくとも１つの単為結果遺伝子を含むトマト株（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　
ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）を雌性母本として少なくとも１つの単為結果遺伝子を含む雄性不
稔性トマト株（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）と交雑させることに
より生産される。雄性及び雌性母本系統は、ｐａｔ、ｐａｔ－１、ｐａｔ－２、ｐａｔ－
３、ｐａｔ－４、ｐａｔ－５、ｓｈａ及びｓｄｓのような単為結果遺伝子を含み得る。雄
性及び雌性母本系統中の単為結果遺伝子は、本発明の無核トマトを確実に生産するために
は同一でなければならない。
【００１３】
本発明の無核トマトは、母本系統の果実サイズを維持し、従って市場で許容され得るサイ
ズの無核トマトを得るための手段が提供される。本発明の無核トマトは、良好な風味（糖
及び酸バランス）をも有し、空洞のような奇形を示さない。
【００１４】
（発明の詳細な説明）
本発明は、無核トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）及び無核ト
マトの生産方法を包含する。本明細書中、用語「無核トマト」は、受精した成種を含まな
いトマトを指す。本発明のトマトは受精した成種を含まないが、小さい白色の未受精子房
を含んでいてもよい。こうした未受精子房は真種と見做さない。
【００１５】
本発明の無核トマトは実質的に無核である。本明細書中、用語「実質的に無核」は、トマ
トが少なくとも９０％の無核であることを意味する。好ましくは、本発明の無核トマトは
、好ましくは約９５～約９９％の無核、最も好ましくは約１００％の無核である。
【００１６】
本発明の無核トマトは、雄性母本として少なくとも１つの単為結果遺伝子を含むトマト株
（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）を雌性母本として少なくとも１つ
の単為結果遺伝子を含む雄性不稔性トマト株（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅ
ｎｔｕｍ）と交雑させることにより生産される。本発明の無核トマトを生産するために交
雑させる雄株及び雌株はそれぞれ単為結果遺伝子に対してホモ接合性であり、同一の単為
結果遺伝子を含んでいなければならない。
【００１７】
本発明の無核トマトを生産するために使用される雄性及び雌性母本系統は、少なくとも１
つの単為結果遺伝子を含んでいなければならない。母本系統は、ｐａｔ、ｐａｔ－１、ｐ
ａｔ－２、ｐａｔ－３、ｐａｔ－４、ｐａｔ－５、ｓｈａ、ｓｄｓ等のような単為結果遺
伝子を含み得る。実質的に無核のトマトを確実に生産するために、ハイブリダイゼーショ
ンにおいて使用する雄性及び雌性母本系統が同一の単為結果遺伝子を含むことが好ましい
。例えば、雄性母本系統がｐａｔ遺伝子を含むならば、雌性母本系統もｐａｔ遺伝子を含
んでいなければならない。
【００１８】
単為結果遺伝子を含む多くのトマト系統が、本発明の方法において雄性母本系統として使
用するために公に入手可能である。本発明において使用可能な単為結果遺伝子を含むトマ
ト系統の例を下表にリストする。
【００１９】
【表１】
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表中の参考文献はすべて援用により本明細書に含まれるとする。
【００２０】
Ｏｒｅｇｏｎ－１１、Ｇｏｌｄ　Ｎｕｇｇｅｔｔ、Ｏｒｅｇｏｎ　Ｓｐｒｉｎｇ、Ｏｒｅ
ｇｏｎ　Ｓｔａｒ、Ｏｒｅｇｏｎ　Ｐｒｉｄｅ及びＳｉｌｅｔｚは、Ｐ．Ｏ．Ｂｏｘ　１
５７，（９７４２４）オレゴン州カッテージ・グローブに所在のＴｅｒｒｉｔｏｒｉａｌ
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　Ｓｅｅｄ　Ｃｏ．，から市販されている。Ｇｏｌｄ　Ｎｕｇｇｅｔｔ及びＯｒｅｇｏｎ
　Ｓｐｒｉｎｇも、（０４９１０－９７３１）メーン州アルビオン、Ｆｏｓｓ　Ｈｉｌｌ
　Ｒｏａｄに所在のＪｏｈｎｎｙ’ｓ　Ｓｅｌｅｃｔｅｄ　Ｓｅｅｄｓ及び（９７３２１
）オレゴン州オールバニー、Ｎｏｒｔｈ　Ｐａｃｉｆｉｃ　Ｈｉｇｈｗａｙ　１１９０に
所在のＮｉｃｈｏｌ’ｓ　Ｇａｒｄｅｎ　Ｎｕｒｓｅｒｙから入手可能である。Ｓａｎｔ
ｉａｍ及びＯｒｅｇｏｎ　Ｓｔａｒもオレゴン州オールバニーに所在のＮｉｃｈｏｌ’ｓ
　Ｇａｒｄｅｎ　Ｎｕｒｓｅｒｙから市販されている。
【００２１】
更に、ホモ接合性トマト系統由来の単為結果遺伝子を戻し交雑により商品として所望の特
性を有するトマト系統に転移することもできる。単為結果遺伝子を含むホモ接合性トマト
系統をドナー母本として使用し、商品として所望の特性を有するトマト系統を反復母本と
して使用する。反復母本をドナー母本と最初に交雑させた後、得られたＦ１後代を自家受
粉させる。次いで、Ｆ２後代を発育させ、最大の所望園芸形質を併せ持つ無核果実を有す
る後代のみを選抜する。その後、更に単為結果遺伝子を保持しながら所望の園芸形質を固
定するために選抜物を自殖するか、または満足なＦ２分離系が回収されるまで反復母本と
の更なる戻し交雑を使用する。このトマト系統は、本発明の交雑において雄性母本系統と
して使用され得る。
【００２２】
本発明の無核トマトを生産するために使用される雌性母本系統は少なくとも１つの単為結
果遺伝子を含み、雄性不稔性をも示す。母本系統は細胞質または遺伝的に雄性不稔性であ
り得る。本明細書中、株が花粉を生じないかまたは生存不能な花粉しか生じないならば株
は「雄性不稔性」である。雄性不稔性株では自家受精が起きない。雄性不稔性株であれば
、育種業者は株の花における他家受精をコントロールすることによりハイブリッド種子を
より経済的に作成することができる。雌性母本の自家受精を防ぐことにより他家受精をコ
ントロールすることができる。一旦雄性不稔性としたら、株を所望特性を有する遺伝子ド
ナー株とハイブリダイズすることができる。本発明において、雄性不稔性トマト雌株を、
少なくとも１つの同一単為結果遺伝子対を含む雄性稔性トマト雄株とハイブリダイズする
。
【００２３】
雄性不稔性をもたらすための１つの方法は細胞質雄性不稔性を利用することである。細胞
質雄性不稔性（ＣＭＳ）をコントロールする遺伝因子は細胞質内、特に一連のミトコンド
リアＤＮＡ内にあると考えられている。株中にある２つの共通する細胞質雄性不稔性は、
Ｒａｐｈａｎｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓのＯｇｕｒａ雄性不稔性細胞質及びＢｒａｓｓｉｃａ
ｓ　ｎａｐｕｓのポリマ雄性不稔性細胞質である。他の細胞質雄性不稔性及び該不稔性を
作成する方法も当業界で公知であり、本発明で使用するために入手可能である。例えば、
欧州特許出願公開第３６３　８１９号明細書には、不活性化細胞質要素を含むトマト原形
質を不活性化核要素を含むＳｏｌａｎｕｍ原形質と融合することにより雄性不稔性トマト
株に再生され得る融合産物を得ることを含む雄性不稔性トマト株の生産方法を記載してい
る。
【００２４】
トマトの場合、細胞質雄性不稔性は交雑により伝搬され得る。雌性（卵）母本は細胞質に
寄与し、よってＣＭＳ雌性に交雑するとＣＭＳ子孫が生ずる。しかしながら、核遺伝子は
ヘテロ接合性である。従って、園芸的に望ましい核特性に対してホモ接合性であるＣＭＳ
育種系統を作成するためには６～８代の戻し交雑が必要である。
【００２５】
或いは、細胞質雄性不稔性トマト系統は、原形質融合により生産することができる。例え
ば、商品として望ましい形質を有する株由来の原形質をＣＭＳ系統由来の原形質と融合し
て、雄性不稔性株を生産してもよい。
【００２６】
一般的に、融合のための原形質は、一般的な酵素方法により得ることができる。原形質の
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酵素的単離は、２ステップ（または逐次）または１ステップ方法を用いて実施され得る。
２ステップ方法の場合、株組織をまず、中層を分解することにより細胞を分離するマクエ
ロザイムまたはペクチナーゼを用いて処理する。次いで、遊離した細胞を、原形質を遊離
するセルラーゼを用いて処理する。通常、細胞を異なる酵素に１ステップ方法の場合に比
して短期間接触させる。１ステップ方法では、組織をマクエロザイム及びセルラーゼを含
めた酵素混合物に接触させる。
【００２７】
原形質は負に帯電しているので、自然には融合しない。従って、原形質の融合は誘発させ
なければならない。原形質の融合は、原形質を高ｐＨで高レベルのカルシウムを用いて処
理することによりまたはポリエレングリコールを用いることにより化学的に誘発し得る。
また、原形質融合を誘発させるために、援用により本明細書に含まれるとするＶｉｅｎｋ
ｅｎら，Ｐｈｙｓｉｏｌ．Ｐｌａｎｔ，５３：６４（１９８１）に記載されている電場＋
パルス方法のような電気的方法を使用することもできる。
【００２８】
原形質が細胞質のみを与えるように、融合前にＣＭＳ系統由来の原形質のような１つの原
形質の核物質を除去するかまたは不活性化する。核物質の不活性化は、γ線、ＵＶ線また
はＸ線を照射することによりなされ得る。場合により、細胞質中の遺伝物質を融合前に不
活性化すると、原形質は核物質のみを与える。細胞質物質の不活性化は、原形質をヨード
酢酸またはローダミン６－Ｇのような化合物に接触させることにより化学的になし得る。
一般的に、前記化合物は複製を阻止するかまたはミトコンドリアＤＮＡを破壊する。
【００２９】
一旦原形質を融合したら、原形質生長及びカルス形成のためにバランスのとれた栄養素補
充物を含む適当な培地で原形質を培養する。培地は、微量要素、多量要素、ビタミン、ア
ミノ酸及び少量の炭水化物（例えば、グルコースのような各種糖類）を含む。前記培地は
、細胞分裂及び苗条再生を調節することができる植物ホルモン（オーキシン及びサイトカ
イン）をも含む。次いで、細胞質雄性不稔性株を再生させる。
【００３０】
本発明では、任意の雄性不稔性トマト株を使用することができる。例えば、援用により本
明細書に含まれるとする欧州特許出願公開第３６３　８１９号明細書に記載されている方
法に従って生産される細胞質雄性不稔性トマト株を本発明で使用することができる。
【００３１】
雌性母本系統として使用される雄性不稔性トマト株は、雄性母本系統中に含まれている単
為結果遺伝子と同一の単為結果遺伝子を少なくとも１つ含んでいなければならない。雌性
母本系統は、少なくとも１つの単為結果遺伝子に対してホモ接合性のトマト系統を雄性不
稔性トマト株を用いて戻り交雑することにより作成することができる。この戻し交雑方法
は、ＣＭＳ雌性系統に対して単為結果近交系を直接戻し交雑することを含む雄性近交発生
とは異なる。なぜならば、自家受粉が不可能なので、園芸的に許容できる単為結果系統は
ＣＭＳ雌性系統の維持系統として働くからである。ＣＭＳトマト系統が単為結果遺伝子に
対してホモ接合性であるまで戻り交雑を続ける。１００％の株が単為結果果実を結実した
なら、ホモ接合性が達成される。
【００３２】
本発明の無核トマトは、雄性母本を雌性母本とハイブリダイゼーションすることにより得
られる。生じた後代は約９０％の無核、好ましくは約９５％～約９９％の無核、最も好ま
しくは１００％の無核である。しかしながら、ミツバチのような花粉媒介者が雌性母本系
統をこの雌性母本系統中の単為結果遺伝子と同一の単為結果遺伝子を１つも含まない稔性
系統からの花粉で受粉させても、後代は約９０％無核でないことに注目すべきである。
【００３３】
本発明は、ハイブリッドトマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）の
生産方法にも関し、その方法は、雄性母本として少なくとも１つの単為結果遺伝子を含む
トマト株を雌性母本として少なくとも１つの単為結果遺伝子を含む細胞質雄性不稔性トマ
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ト株と交雑させてトマトを生産するステップを含む。ハイブリッド株は、雄性不稔性の果
実（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｅｓｃｕｌｅｎｔｕｍ）を与える。最適の結実のために
、ハイブリッド株を１３時間以上の日長条件下で生育させなければならない。
【００３４】
一般的に、株において細胞質雄性不稔性を使用する場合、Ｆ１子孫において十分な稔性を
確保するために稔性快復遺伝子は雄性花粉媒介業者から転移しなければならない。より具
体的には、稔性快復遺伝子の機能はハイブリッドにおいて稔性を快復させることであり、
これにより結実できる。雄性母本において単為結果遺伝子を使用することにより、雄性母
本由来の稔性快復遺伝子を必要としない細胞質雄性不稔性トマトハイブリッドを得ること
ができる。単為結果遺伝子が子房を広げ、よってたとえ果実が無核でも実を付けるので、
稔性快復遺伝子を必要としない。
【００３５】
本発明の数種の無核トマトは、従来のトマトと同一の速度でのトマトの発育中に大きくな
らない子房室を有する。これらのトマトの子房室は小さいままであるので、隔膜融合心皮
の表面積は従来のトマトに比して大きい。図１に、２つの異なるトマトの半分の切断面白
黒写真を示す。図１Ａは通常の有核の市販トマトの半分であり、図１Ｂは本発明方法によ
り生産した無核トマトの半分である。これらの写真から分かるように、図１Ｂに示すトマ
ト半分は図１Ａのトマト半分に比してより多くの果肉を含む。従って、本発明の無核トマ
トはしばしば従来のトマトに比してより多くの果肉を含む。
【００３６】
更に、本発明の無核トマトは、良好な糖－酸バランスを示し、そのために良好な風味を有
するトマトが提供される。また、本発明の無核トマトの糖含量は多くの従来のトマトに比
して多い。
【００３７】
本発明において糖レベルが高いことは、通常ゲル中に存在する遊離糖を同化する「シンク
」として作用する種子がないという事実に関連していると考えられる。本明細書中、用語
「シンク」は、他の植物部分に比してより多くの光合成産物（スクロース）を優先的に受
容する植物の部分を指す。種子は植物の次の世代、すなわち子孫を示すので植物上の優勢
「シンク」を構成する。種子を有する株は、特にストレス下で、発育中の種子に対するス
クロースの優先的転流をコードする遺伝的メーキャップを含む。本発明の単為結果トマト
の場合、不受精の小さい胚珠は子房に転流した糖を吸収できず、よって消費者に喜ばれる
遊離糖が残るようである。
【００３８】
本発明の無核トマトは、空洞のような奇形を示さず、商品として許容され得るサイズを有
する。
【００３９】
最後に、本発明の無核トマトは、子房室ゲル面積が小さいので従来のトマトに比してうま
く薄く切ることができる。
【００４０】
本発明の非限定的実施例を示す。
【００４１】
実施例１
無核トマト９６　ＦＨ　２４１の生産方法の説明
本実施例では、本発明方法による無核トマト９６　ＦＨ　２４１の発生を記載する。
【００４２】
９６　ＦＨ　２４１を以下のようにして発生させた。一般的な交雑ハイブリダイゼーショ
ン方法を用いて、雌性母本としての“ＣＭＳ　ＶＦＮ８”と呼ばれる細胞質雄性不稔性（
ＣＭＳ）トマト株を“Ｄｅｔ．Ｐａｒｔｈ　１”と呼ばれるトマト株と交雑させた。ＣＭ
Ｓ　ＶＦＮ８は、日本国東京に所在のトキタ種苗（株）から入手した独占権をもつ細胞質
雄性不稔性トマト株である。Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｄａｈｌｉａｅ　ｒａｃｅ　１
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、Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ　ｒａｃｅ　１及びネコブセンチュウＭｅｌｏ
ｉｄｏｇｙｎｅ　ｉｎｃｏｇｎｉｔａに対して耐性を有するＰｅｔｏｓｅｅｄ近交系統で
あるハイブリッド母本ＶＦＮ８の種子を、雄性不稔性トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ
　ｅｓｃｕｌｅｎｕｍ）“ＶＦＮ８”のミトコンドリアの代わりに細胞質雄性不稔性Ｓｏ
ｌａｎｕｍ　ａｃａｕｌｅのミトコンドリアを使用したプロトプラスト融合実験において
核ドナー母本として使用した。ＶＦＮ８の株型は活力ある有限であり、実サイズは超大型
（２００～２５０ｇ）で、良好な風味を有する。
【００４３】
Ｄｅｔ．Ｐａｒｔｈ　１は、本発明の譲受人であるＳｅｍｉｎｉｓ　Ｖｅｇｅｔａｂｌｅ
　Ｓｅｅｄｓ．　Ｉｎｃ．が独占権をもつ近交系である有限単為結果トマト株である。Ｄ
ｅｔ．Ｐａｒｔｈ　１はｐａｔ－２単為結果遺伝子を含む。Ｄｅｔ．Ｐａｒｔｈ　１は超
大型（２００～２５０ｇ）の実を有する有限低木トマトである。この実は緑色の肩を有し
、十分な酸度と高い糖含量のために優れた風味を有する。
【００４４】
交雑により得られた種子を集め、植付けた。次いで、生じた株を雌性母本としてＣＭＳ　
ＶＦＮ８を用いて戻し交雑した。この戻し交雑から得た種子を集め、植付けた。次いで、
生じた株を雌性母本としてＣＭＳ　ＶＦＮ８を用いて再び戻し交雑した。更に３回の戻し
交雑を、前回の戻し交雑から得た株及び雌性母本としてＣＭＳ　ＶＦＮ８を用いて実施し
た。全部で５回の戻し交雑を実施した後生じた株を“ＣＭＳ　ＶＦＮ８／Ｄｅｔ．Ｐａｒ
ｔｈ　１＊４”と呼ぶ。この株はｐａｔ－２遺伝子に対してホモ接合性であった。このＣ
ＭＳ　ＶＦＮ８／Ｄｅｔ．Ｐａｒｔｈ　１＊４株を、無核トマト９６　ＦＨ　２４１を発
生させるための交雑において雌性母本として使用した。ＣＭＳ　ＶＦＮ８／Ｄｅｔ．Ｐａ
ｒｔｈ　１＊４株の種子は、１９９７年１０月１３日に（２０８５２）メリーランド州ロ
ックビル、Ｐａｒｋｌａｗｎ　Ｄｒｉｖｅ，１２３０１に所在のアメリカン・タイプ・カ
ルチャー・コレクション(the American Type Culture Collection)（ＡＴＣＣ）に寄託さ
れ、ＡＴＣＣ寄託番号は２０９３６１である。この寄託は、寄託期間が寄託日から３０年
間、寄託機関への最新の請求から５年間、またはこの出願の米国特許の満了期間のいずれ
か長い期間というブダペスト条約の要件に従ってなされた。ＣＭＳ　ＶＦＮ８／Ｄｅｔ．
Ｐａｒｔｈ　１＊４株の種子は、寄託機関で生存しなくなったなら補充される。
【００４５】
一般的な交雑ハイブリダイゼーション方法を用いて、本発明の譲受人であるＳｅｍｉｎｉ
ｓ　Ｖｅｇｅｔａｂｌｅ　Ｓｅｅｄｓから市販されている“Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ”と呼ば
れる自然受粉トマト種を、雌性母本としてオレゴン州コーバリスに所在のＯｒｅｇｏｎ　
Ｓｔａｔｅ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙから入手した“３３”と呼ばれる独占権をもつトマト
株と交雑させた。３３は、単為結果遺伝子ｐａｔ－２を含む。交雑により得られた種子を
集め、植付けた。生じた株を雌性母本としてＤｅｌｉｃｉｏｕｓを用いて戻し交雑した。
生じた株を“Ｆ６（‘Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ’／３３＊）”と呼ぶ。この株はｐａｔ－２遺
伝子に対してホモ接合性である。Ｆ６（‘Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ’／３３＊）株を、無核ト
マト９６　ＦＨ　２４１を発生させるための交雑において雄性母本として使用する。Ｆ６

（‘Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ’／３３＊）株の種子は、１９９７年１０月１３日に（２０８５
２）メリーランド州ロックビル、Ｐａｒｋｌａｗｎ　Ｄｒｉｖｅ，１２３０１に所在のア
メリカン・タイプ・カルチャー・コレクションに寄託され、ＡＴＣＣ寄託番号は２０９３
６０である。この寄託は、寄託期間が寄託日から３０年間、寄託機関への最新の請求から
５年間、またはこの出願の米国特許の満了期間のいずれか長い期間というブダペスト条約
の要件に従ってなされた。Ｆ６（‘Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ’／３３＊）植物の種子は、寄託
機関で生存しなくなったなら補充される。
【００４６】
慣用的な交雑ハイブリダイゼーション方法を用い、雌性母本としてのＣＭＳ　ＶＦＮ８／
Ｄｅｔ．Ｐａｒｔｈ　１＊４を雄性母本としてのＦ６（‘Ｄｅｌｉｃｉｏｕｓ’／３３＊

）と交雑させた。生じた種子を集め、その後植付けた。得られたトマト９６　ＦＨ　２４
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【００４７】
実施例２
Ｓｈａｄｙ　Ｌａｄｙ及び９６　ＦＨ　２４１の糖含量及び糖：酸比を測定した。Ｓｈａ
ｄｙ　Ｌａｄｙは、かなり緻密な有限つるを有し、通常大きな実サイズ（１８０～２２０
ｇ）を有する市販種である。９６　ＦＨ　２４１は、本発明方法により生産した無核ハイ
ブリッドトマトである。前記トマトの各サンプルを別々に、滑らかなコンシステンシーが
得られるまで慣用のフードブレンダーを用いて均質化した。４℃でＢｅｃｋｍａｎ　ＧＳ
－６Ｒ遠心分離機において１０００×ｇで１５分間遠心することにより、各ピューレサン
プルからトマト漿液を得た。
【００４８】
漿液の糖含量は、モデルＲＦＭ９１屈折計（Ｂｅｌｌｉｎｇｈａｍ　＆　Ｓｔａｎｌｅｙ
）を用いて測定した。屈折計を水及び１０゜ブリックスグルコース溶液を用いて較正した
。糖含量は゜ブリックス（％糖（ｗｔ／ｗｔ））で表す。２つのトマトの糖含量を下表に
示す。
【００４９】
滴定可能な酸度（Ａ）は、Ｍｅｔｔｌｅｒ　Ｄ６７自動滴定装置を用いて測定した。ｐＨ
８．２の終点及びＤ．１０００Ｎ水酸化ナトリウム（ＶＷＲ）滴定剤を使用した。滴定可
能な酸度はミリモルＨ＋／１００ｇ－漿液で表す。糖：酸比（Ｓ／Ａ）は、式：Ｓ／Ａ＝
（゜ブリックス／１８０．１６）／（Ａ／１０００）に従う滴定可能なＨ＋含量に対する
糖のモル比である。２つのトマトの糖：酸比を下表に示す。
【００５０】
【表２】

【００５１】
上表の結果から、本発明の方法により生産された無核トマトの糖含量が一般的な市販種の
トマトに比して高いことが分かる。本発明のトマトの糖：酸比も一般的なトマトに比して
高い。
【００５２】
本発明について明瞭にし理解を助けるための例として幾分詳細に説明してきたが、添付す
る請求の範囲によってのみ規定される本発明の範囲で修正及び変更が可能なことは自明で
ある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　２つの異なるトマトを半分に切断した切断面の白黒写真である。図１Ａは通常
の有核トマトの半分のトマトであり、図１Ｂは本発明の無核トマトの半分のトマトである
。
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